
問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
人
で
希
望

す
る
人
を
対
象
に
無
料
で
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

▽�
問
い
合
わ
せ　

県
庁
が
ん
感
染
症
疾

病
対
策
課
難
病
等
助
成
係
（
☎
〈
０

９
２
〉
６
４
３
局
３
２
６
７
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診

1�

歯
科
健
診

　

口こ
う
く
う腔
機
能
低
下
や

肺
炎
な
ど
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
、
歯

科
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
受

診
券
を
５
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
を
持
っ
て
い
な
い
人
や
実
施
医

療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

今
年
度
76
歳
に
な
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
（
長
期

入
院
、
施
設
入
所
な
ど
を
除
く
）

※�

例
外
と
し
て
、
令
和
２
年
12
月
ま
で

に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な
る
被
保
険

者
で
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人
も
受

診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で

に
受
診
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

受
診
期
限
　
12
月
31
日
木

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
受

診
券
、
３
０
０
円
（
受
診
料
）

�

2�

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
予

防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に
受
診
票
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
票
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

※�

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
10
日
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
し

て
い
る
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

受
診
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31
日
水

▽�
受
診
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
受

診
票
、
５
０
０
円
（
受
診
料
）

【
共
通
項
目
】

▽�

受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
実
施
医
療
機

関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う

え
、
受
診
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
３

１
１
１
）

福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
月
間

   

10
月
１
日
木
～
11
月
30
日
月

　

10
月
１
日
木
か
ら
11
月
30
日
月
ま
で

の
２
カ
月
間
は
、
福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
月
間
で
す
。

　

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
乱
用
は
、
乱
用

者
自
身
の
心
身
を
蝕
む
し
ば
む
だ
け
で
な
く
、

各
種
犯
罪
を
誘
発
す
る
原
因
と
な
る
な

ど
、
周
り
の
人
の
社
会
生
活
に
著
し
い

弊
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
薬
物
乱
用
問
題

に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
薬
物
乱
用
を

絶
対
に
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

行
政
相
談�   

　

行
政
相
談
は
、
暮
ら
し
の
中
の
行
政

全
般
の
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い

る
こ
と
や
要
望
な
ど
を
聞
き
、
そ
の
声

を
行
政
の
改
善
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
・
福
祉

相
談
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相
談
は
い
ず
れ
も

無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

※�

相
談
の
際
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
人
は
、

来
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

■�

定
例
相
談
会

▽�

と
き　

10
月
14
日
水
・
午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
４
階

※�

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
４
階
会
議

室
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

今
村
智

行
政
相
談

委
員
（
☎
２
２
３
局
２
６
７
４
）�

■
く
ら
し
・
行
政
困
り
ご
と
相
談
所

▽�

と
き　

10
月
16
日
金
・
午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ
　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
３
階
（
中
間
市
蓮
華
寺
）

▽�

受
付
日
　
10
月
９
日
金
、
12
日
月
～

15
日
木
・
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
５
時

▽�

参
加
機
関
　
法
務
局
、
国
税
局
、
年

金
事
務
所
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
評
価
局

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

九
州
管

区
行
政
評
価
局
行
政
相
談
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
３
１
局
７
０
８
２
）

令和３年度遠賀郡・中間市私立幼稚園・認定こども園の新入園児募集

▼ �町内の私立幼稚園・認定こども園　
①願書配布・受付開始日
　配布　10 月１日木から
　受け付け　11 月２日月から
②対象
　�平成 27 年 4月 2日～ 31 年４月 1日までに生ま
れた人
③入園見学会日程（事前予約が必要です）　�
　�認定こども園芦屋中央幼稚園　10 月 14 日水・
午前 10時から
　愛生幼稚園　10月 15日木・午前 10時から
④事前予約・問い合わせ
�　�認定こども園芦屋中央幼稚園（☎２２２局０３２７）
　愛生幼稚園　� （☎２２３局０３５８）

▼ �遠賀郡そのほかの町・中間市の
　私立幼稚園・認定こども園
【遠賀町】
　遠賀中央幼稚園� （☎２９３局００９７）
【岡垣町】
�　岡垣中央幼稚園� （☎２８２局０２４７）
　岡垣第一幼稚園� （☎２８２局０２３５）
　認定こども園えびつ幼稚園�（☎２８２局１１３５）
【水巻町】
　水巻聖母幼稚園� （☎２０１局９５５９）
　認定こども園水巻幼稚園� （☎２０２局０００１）
　認定こども園水巻中央幼稚園（☎２０１局０４１９）
【中間市】
�　はぶ幼稚園� （☎２４５局０５１９）
　明願寺幼稚園� （☎２４６局１９９８）
　中間東幼稚園� （☎２４５局０９６８）
　中間中央幼稚園� （☎２４４局１５３０）
　緑ヶ丘第三幼稚園� （☎２４４局２４８７）
　中間南幼稚園� （☎２４６局１２５８）
※�詳しくは、各園に直接問い合わせてください。芦屋中央幼稚園　プール遊び 愛生幼稚園　海遊び

※認定こども園（保育所部分）の新入園児募集は時期が異なります。

広報あしや　2020.10.1⑬

　コロナウイルス感染症拡大防止のため、園開放
を中止している園もあります。

�※�日程は天候などで変更になる場合があります。
また、事前に電話予約が必要なものもあります。
申し込みなどは、直接、園へお願いします。

●�●�認定こども園芦屋中央幼稚園（☎２２２局０３２７）

と　　き 内　容

10 月 14 日水（10：00～11：30） 入園見学会

※保護者のみ参加可能。要予約

●�●�愛生幼稚園（☎２２３局０３５８）

と　　き 内　容

10 月 15 日木（10：00～11：30）入園説明会

11 月 12 日木（10：00～11：30）運動遊び

12 月 03 日木（10：00～11：30）こひつじクラブのクリスマス

幼稚園・保育所（園）・認定こども園の

         園開放日
               10月  ～12月



人
権
生
活
相
談

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

10
月
８
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

10
月
22
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

10
月
20
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

役
場
4
階
会
議
室

▽�

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　

10
月
５
日
月
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

●�

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

▽�

任
期　

任
用
開
始
日
～
令
和
3
年
3

月
19
日
金

※�

任
用
開
始
日
は
、
採
用
者
と
調
整
し
、

決
定
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数�　

１
人

▽�
業
務
内
容　

家
庭
学
習
な
ど
の
準
備
、

生
徒
の
健
康
管
理
、
換
気
や
消
毒
な

ど
の
感
染
症
対
策
な
ど

▽�

勤
務
地
　
芦
屋
中
学
校

▽�

勤
務
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
６
時

の
間
で
３
時
間
勤
務

▽�

勤
務
形
態　

週
４
日

▽
報
酬　

時
給
８
９
７
円

▽
保
険　

な
し

▽�

試
験
内
容　

個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月
８

日
木
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
４
）
へ
提
出
（
郵
送
可
。

た
だ
し
、
10
月
８
日
木
必
着
）

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守
秘
義

務
、職
務
専
念
義
務
、懲
戒
処
分
な
ど
）

が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
座
の

参
加
者
を
募
集

1�

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
は
専
用
ポ
ー

ル
を
持
っ
て
歩
く
運

動
で
す
。
正
し
い
姿

勢
で
歩
幅
を
広
げ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
上
半
身
も
積
極
的
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
全
身
運
動
に
な
る
の
で
運

動
効
果
も
上
が
り
ま
す
。
年
齢
を
問
わ

ず
行
う
こ
と
が
で
き
、
普
段
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

11
月
8
日
日
・
午
前
９
時
～

11
時
（
天
候
不
良
時
は
中
止
）

▽�

と
こ
ろ　

夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公
園

発
～
な
み
か
け
遊
歩
道
～
筑
前
あ
し

や
海
の
駅
（
片
道
約
２
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、30
分
程
度
、帰
路
は
往
路
の
逆
）

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
す
る
20
歳
以
上
の
人

※�

駐
車
場
、
集
合
場
所
は
参
加
者
に
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

参
加
費　

１
０
０
０
円

▽�

講
師　

藤
崎
恵
子
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人
日
本
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
認
定
マ
ス
タ
ー
プ
ロ
コ
ー
チ
）

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

飲
み
物
、
汗
拭

き
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

10
月
５
日
月
～
11
月
１

日
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

に
、
総
合
体
育
館
（
☎
２
２
２
局
０

１
８
１
）
へ

2�

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

わ
か
り
や
す
く
楽

し
い
、
簡
単
に
で
き

る
の
で
続
け
た
い
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
好
評
の
ス
ロ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
。
皆
さ
ん
も
ス
ロ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
、
健
康
増
進

の
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

※�

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
比
較

的
軽
い
負
荷
で
ゆ
っ
く
り
動
作
す
る

こ
と
で
、
筋
力
増
強
効
果
の
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
普
段
、
体
を
動

か
す
こ
と
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
人
、

年
配
、
女
性
な
ど
筋
力
の
少
な
い
人

で
も
無
理
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る

運
動
で
す
。

▽�

と
き　

10
月
18
日
日
、
25
日
日
、
11

月
１
日
日
、
８
日
日
（
全
４
回
）・
午

後
５
時
～
７
時

▽�

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

相
談

募
集
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▽�

対
象　

20
歳
以
上

▽�
参
加
費　

町
内
者
＝
１
回
２
０
０
円
、

町
外
者
＝
１
回
４
０
０
円

▽�

講
師　

大
庭
公
子
さ
ん
（
芦
屋
町
総

合
体
育
館
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

上
履
き
、
飲
み

物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

10
月
５
日
月
～
12
日
月
・

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
に
、
総
合

体
育
館
（
☎
２
２
２
局
０
１
８
１
）
へ

【
共
通
項
目
】

※�

事
前
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、
講
座
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※�

マ
ス
ク
着
用
の
上
、
動
き
や
す
い
服

装
（
ジ
ャ
ー
ジ
類
）
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
講
座
の

参
加
者
を
募
集（
10
回
連
続
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以

下
ス
マ
ホ
）・
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
操
作
方
法
・
活
用

方
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、

日
常
生
活
で
非
常
に
役

立
ち
ま
す
。
ス
マ
ホ
は

個
人
の
も
の
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
が
、
個
人
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
セ
ル
ラ
ー
モ
デ
ル
＝
Wi

‐
Fi
を
使
わ
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
機
種
）
を
使
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
５
日
木
、
10
日
火
、
12

日
木
、
17
日
火
、
19
日
木
、
24
日
火
、

26
日
木
、
12
月
１
日
火
、
３
日
木
、
８

日
火
（
全
10
回
）・
午
前
10
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�
対
象　

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

①�
ス
マ
ホ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る

が
、
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
人

②�
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
人

▽
参
加
費　

無
料

▽�

講
師　

石
田
恵
さ
ん
（
ア
ー
ニ
ス
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
）

▽�
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

10
月
３
日
土
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

電
気
料
金
支
援
給
付
金
の

申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
予

防
の
た
め
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入

れ
、
在
宅
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ

り
増
加
が
見
込
ま
れ
る
電
気
料
金
を
支

援
す
る
た
め
、
芦
屋
町
で
は
電
気
料
金

支
援
給
付
金
（
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
）

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
世
帯
の

人
は
、
11
月
30
日
月
ま
で
に
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
健
康
づ
く
り
係
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り

や
申
請
が
で
き

な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程

で
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で

証
明
書
を
取
得

で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

10
月
17
日
土
、
11
月
15
日
日
・

午
前
８
時
30
分
～
正
午

▽�
と
こ
ろ　

住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　

申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

印
か
ん
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認

書
類
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　

交
付
通
知
書
、
印
か

ん
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
受
け
付
け
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

芦
屋
釜
の
里
秋
の
特
別
呈
茶

　

深
ま
る
秋
を
感
じ
な

が
ら
抹
茶
を
一
服
い
か

が
で
す
か
。

▽��

と
き　

11
月
６
日
金
～

８
日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽��

と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽��

内
容　

大
茶
室
で
の
呈
茶
（
季
節
の

菓
子
と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽��
料
金　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

お
知
ら
せ
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防
災
無
線
の
訓
練
放
送

▽�
と
き　

10
月
７
日
水
・
午
前
11
時
ご
ろ

▽�
内
容　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
た
全

国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。
芦
屋
町
で
は
、
防
災
行
政
無

線
に
よ
る
訓
練
放
送
（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
）
が
流
れ
ま
す
。

　【
放
送
内
容
】　

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
♪

　

�「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回　
「
こ
ち
ら
は
、
芦
屋
町

で
す
」
♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
♪

▽�
問
い
合
わ
せ　

庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
））

　 バスの利用促進と町内活性化を目的として令
和 5年 3月 31日まで、町内全区間のバスの運賃
を１００円とする試行運行を行っています。
　皆さんおおいに、バスを利用してください。

▽ �対象バス　芦屋タウンバス・北九州市営バス

▽ �対象区間　町内全区間
【例１】芦屋タウンバス
芦屋中央病院玄関前⇔芦屋競艇場入口
【例２】北九州市営バス
第二粟屋⇔芦屋中央病院下

▽ �運賃　１００円
※�芦屋町から町外区間（ダイヤニュータウン、遠賀
川駅、折尾駅など）まで乗車の場合は、通常運賃
です。
※�小学生と障がい者は半額の５０円です。
※回数券１００円券の販売はありません。

▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３局
３５３９）

１００円で町内を移動できます！
芦屋タウンバス・北九州市営バス

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

酸性電解水酸性電解水
無償配布無償配布

　新型コロナウイルス感染症対策のため、酸性電
解水（電解型次亜塩素酸水）を配布します。

▼ と　き ところ

当面の間、平日の午前８時
30分～午後５時 15分

役場・総合案内横

10 月 25 日日・午前 10 時～
午後４時

町民会館
芦屋東公民館
山鹿公民館
総合体育館

※ �11 月以降の町民会館、公民館、総合体育館での配
布は11月22日日、12月20日日を予定しています。
詳しくは、11 月１日発行の広報あしやまたはホー
ムページをご覧ください。

▼ �配布量
　１世帯あたり１リットル程度

▼ �準備するもの
　ペットボトル容器など
※�紫外線で酸性電解水の効果が弱まるので、遮光性の
容器が適しています。

▼ �保管方法など　
◦�涼しく、紫外線が当たらない場所で保管してください。
◦��アルミホイルなどで容器を包むと効果が
持続しやすくなります。
◦�正しく保管すると使用期限は約１カ月です。
◦��誤飲などを防ぐため、容器には必ず日付
けと酸性電解水と明記してください。

▼ �使用方法
◦�あらかじめ除菌したい場所の汚れを落してから使用し
てください。
◦�除菌したい場所に、酸性電解水を十分に吹きかけて
からペーパータオルで拭いたり、布巾やペーパータオ
ルに十分に含ませて拭いたりしてください。
◦�新型コロナウイルスの対策として、使用する場合は、
対象物に掛け流して使用することが推奨されていま
す。新型コロナ対策に有効とされる酸性度、濃度で
生成していますが、時間の経過や保管状態によって
は、濃度が低下します。

◦月▪日

酸
性
電
解
水

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

お
知
ら
せ
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紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
九
十
三

台
風
と
難
破

陶
器
と
旅た

び
ゆ
き行
商
人

　

今
年
の
夏
は
体
温
を
超
え
る
数
字
が

各
地
で
報
告
さ
れ
る
、
酷
暑
の
夏
で
し

た
。
ま
た
、
７
月
に
は
台
風
が
１
つ
も

発
生
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
翻

ひ
る
が
え
っ
て
、

９
月
に
入
っ
て
立
て
続
け
の
台
風
９
号
、

10
号
の
列
島
襲
来
は
、日
常
生
活
の
あ
り

が
た
さ
と
防
災
に
対
し
て
の
意
識
を
改

め
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

特
に
台
風
10
号
の
鹿
児
島
県
や
長
崎

県
で
の
風
雨
の
激
し
さ
は
凄
ま
じ
く
、海

岸
で
の
実
況
は
身
の
危
険
を
視
聴
者
へ

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。こ
の

暴
風
と
砕
け
散
る
波は
と
う濤
を
見
た
と
き
、筆

者
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
が
、芦
屋
か
ら

岡
垣
に
つ
な
が
る
海
岸
線
の
浜
に
時
折

打
ち
上
げ
ら
れ
る
、江
戸
時
代
の
陶
器
片

で
し
た
。

　

町
の
皆
さ
ん
は
江
戸
時
代
、全
国
未み
と
う踏

の
地
な
し
、と
胸
を
張
っ
て
商
い
に
励
ん

だ
旅
行
商
人
の
事
は
知
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
旅
行
商
人
は
、現
在
の
佐
賀
県

有
田
で
焼
か
れ
伊
万
里
の
湊
み
な
と
か
ら
出
荷

さ
れ
る
焼
き
物
を
日
本
中
に
運
び
ま
し

た
。
旅
行
の
起
源
は
元げ
ん
ろ
く禄
・
宝ほ
う
え
い永
（
１

６
８
８
～
１
７
１
０
年
）
の
頃
と
さ
れ
、

最
盛
期
の
天て
ん
ぽ
う保
６
（
１
８
３
５
）
年
に
は

伊
万
里
港
か
ら
の
出
荷
量
の
三
分
の
二

を
占
め
る
ほ
ど
で
し
た
。最
後
の
旅
行
商

人
と
言
わ
れ
た
小
野
貞て
い
じ
ろ
う

次
郎
の
手
記
に

は
、
江
戸
末
期
の
苦
労
が
詳
し
く
書
き

留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
・
・
・
亦ま
た

海
上

帆は
ん
そ
う送
荷
物
及
び
海
難
に
か
か
る
如ご
と

き
は
、

営
業
歳
月
の
永
き
何な
に
び
と人
も
す
べ
て
多
少

の
災
難
に
遭
遇
せ
ざ
る
人
な
し
。海
難
を

予
想
し
荷
物
を
分
ち
数
船
に
よ
り
発
送

す
る
も
猶な
お

甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
海
難

を
重
ね
、不
幸
再
起
の
す
べ
な
き
に
到
る

等
、・
・
・
」
な
ど
、
海
難
に
関
す
る
苦

労
が
身
近
な
も
の
で
珍
し
く
な
か
っ
た

こ
と
を
証
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝

倉
市
甘
木
の
豊ほ
う
ざ
ん山
神
社
に
芦
屋
の
商
人

刀と

ね根
与よ
し
ち七
の
持
ち
船
「
金か
な
い
ち
ま
る

一
丸
」
の
模
型

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
奉
納
も
ま

た
航
海
の
無
事
を
祈
っ
て
の
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

好こ
う
じ
ま
お
お

事
魔
多
し
、祈
り
も
用
心
深
さ
も
飲

み
込
ん
で
し
ま
う
海
難
事
故
で
す
が
、焼

き
物
を
満
載
し
た
船
が
帰
る
芦
屋
港
の

西
に
は
、海
の
難
所
が
あ
り
ま
し
た
。
岡

垣
町
波
津
の
湊
の
沖
合
に
は
波は

つ津
白し
ろ
せ瀬

と
呼
ば
れ
る
岩
が
ん
し
ょ
う礁
が
あ
り
ま
す
。
平
時
、

凪な
ぎ

の
状
態
で
し
た
ら
危
険
は
少
な
い
の

で
す
が
、海
が
荒
れ
海
面
の
高
さ
が
大
き

く
上
下
す
る
と
、途
端
に
危
険
な
海
域
に

変へ
ん
ぼ
う貌
し
ま
す
。海
中
の
岩
礁
に
船
底
が
擦

れ
、
破
損
部
か
ら
海
水
が
浸
水
し
、
隔か
く
へ
き壁

の
な
い
千せ
ん
ご
く
ぶ
ね

石
船
は
た
ち
ま
ち
沈
没
の
危

機
に
遭
遇
し
ま
す
。
船
体
を
軽
く
す
る

た
め
積
み
荷
で
あ
る
焼
き
物
を
水
中
に

投
棄
し
た
か
、
商
運
拙
つ
た
な
く
沈
没
し
た
か
、

い
ず
れ
に
し
ろ
、母
港
を
目
前
に
し
て
の

不
運
に
遭
遇
し
た
旅
行
商
人
の
悲
嘆
は

如い

か何
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
そ
れ
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る

の
は
、目
的
地
に
着
く
こ
と
な
く
水み
な
そ
こ底
で

眠
る
陶
磁
器
と
、嵐
の
後
に
波
打
ち
際
で

拾
え
る
陶
磁
器
片
ば
か
り
で
す
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
豪
華
客
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
号
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
で
た
と
の
報
道
を
受
け
た

２
月
か
ら
こ
の
脅
威
は
あ
っ
と
い
う
間

に
身
近
に
迫
り
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と

の
闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
約
８
カ
月

が
経
過
し
た
今
、
テ
レ
ビ
で
感
染
者
の

後
遺
症
に
関
す
る
報
道
が
あ
り
、
生
還

し
た
患
者
の
中
に
は
後
遺
症
に
苦
し

み
、
感
染
前
と
は
全
く
違
う
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

感
染
者
の
中
に
は
無
症
状
の
人
が
い

た
り
、
コ
ロ
ナ
は
た
だ
の
風
邪
だ
と
い

う
人
が
い
た
り
し
ま
す
が
本
当
に
軽

視
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
数
年
前

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
イ
ン
フ
ル
）

に
感
染
し
た
私
は
、
後
遺
症
と
し
て
気

管
支
炎
の
症
状
が
半
年
続
き
苦
し
み

ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
イ
ン
フ
ル
の
予
防
接
種
を
受
け
る

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
感
染
予
防
に
引

き
続
き
努
め
て
く
だ
さ
い
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

▼
ま
ち
の
わ
だ
い
（
５
ペ
ー
ジ
）
に
掲

載
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
は
、
映

画
や
ド
ラ
マ
の
中
で
見
た
こ
と
が
あ
る

だ
け
で
、
実
物
を
見
た
の
は
初
め
て
で

し
た
。
会
場
内
に
止
ま
っ
た
多
く
の
車

と
映
画
を
映
す
屋
外
ス
ク
リ
ー
ン
の

非
日
常
的
な
光
景
に
、
と
て
も
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
し
た
。
こ
の
上
映
方
式
は
、
三

密
を
避
け
つ
つ
も
大
人
数
で
楽
し
め
る

と
見
直
さ
れ
て
お
り
、
今
は
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
私
も
個

人
的
に
体
験
し
た
い
で
す
。�

（
小
田
）

編

集
後
記

⑰ 広報あしや　2020.10.1

▷浜に打ち上げられた陶器片

▷�奉納された「金一丸」の模型


